
梅雨入りが例年より早く、天気が心配されましたが、海蔵川での活動を行うことができました。連日の雨で川の水量が多く水温も低めでした。 

参加者は、児童 24 人、サポーター15 人で、海蔵川探検隊うみくらの川瀬先生と 山本先生のご指導のもと水生生物調査をしました。 

ナマズやドンコなどの魚、コオニヤンマのヤゴやモンキマメゲンゴロウなどの昆虫など ２２種類の生物を確認できました。 

川瀬先生からは、捕まえた生き物の特徴を説明してもらいました。 

アメリカザリガニやウシガエルについては、元々日本に住んでいた生き物ではなく、外来種であることを知ることができました。 

調査後は、海蔵川の清掃活動をして、少しですが川がきれいになりました。これからもたくさんの生物が住める川にしていきたいです。 

 

捕まえた生き物の一覧 

＜さかな＞ ウキゴリ、カワヨシノボリ、ヌマチチブ、ナマズ、ドンコ、ゴクラクハゼ 

＜かい、えび、かに＞ タイワンシジミ、ヌマエビ、アメリカザリガニ、モクズガニ 

＜こんちゅう＞ ハグロトンボ（ヤゴ）、コオニヤンマ（ヤゴ）、コヤマトンボ（ヤゴ）、チラカゲロウの幼虫、ガガンボ、モンキマメゲンゴロウ、 

アメンボ、ヒゲナガカワトビゲラ、イトトンボのなかま（ヤゴ） 

＜そのほか＞ ヒルのなかま、ウシガエルのおたまじゃくし、アメリカウズムシ 
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ドンコ 



 

モクズガニ 

アメリカザリガニ 

川に捨てられていたゴミ 


